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同
志
社
大
学
教
授

吉
田 

徹

　

い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、先
進
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
）

の
討
議
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
成
果
文
書
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
首
脳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
加
え
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
」「
核
軍
縮
」「
経
済
安
全
保
障
」「
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
食
料
問
題
」の
五
本
。
そ
し
て
、こ
う
し
た
大
テ
ー
マ
の
下
位
に
は
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
Ａ
Ｉ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

ウ
ス
、
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
保
健
衛
生
・
食
糧
危
機
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
も
つ
れ
あ
う
、
具
体
的
な
主
体
や
課
題
が
織
り
な
す
問
題
群

が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
共
通
の
問
題

群
に
対
す
る
感
度
は
構
成
国
で
大
き
く
異
な
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ど
の
よ
う
に
支
え
る
か

　

あ
る
政
治
学
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
サ
ミ
ッ
ト
と
は
国
家

内
・
国
家
間
の
異
な
る
力
学
が
同
時
に
並
走
す
る
「
加
速
度
の

並パ
ラ
レ
ロ
グ
ラ
ム
ズ

行
四
辺
形
」が
生
じ
る
場
所
で
あ
る（
パ
ッ
ト
ナ
ム
＝
ベ
イ
ン『
サ

ミ
ッ
ト
』）。
ゆ
え
に
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
参
加
国
の
思
惑
は
さ
ま

ざ
ま
だ
。
Ｇ
７
と
い
っ
て
も
、
上
記
ア
ク
タ
ー
や
課
題
に
対
す
る
距

離
感
や
危
機
感
は
等
価
で
は
な
く
、
各
国
首
脳
に
と
っ
て
は
―
―
民

主
主
義
国
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
―
―
自
国
外
交
の
正
当
性

を
内
外
の
世
論
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
る
。
し
か
も
、
ド

よ
し
だ　

と
お
る　

二
〇
〇
五
年
東
京
大

学
総
合
文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
学
術
）。
専

門
は
比
較
政
治
学
。
北
海
道
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
居
場
所
な
き

革
命 

フ
ラ
ン
ス
一
九
六
八
年
と
ド
ゴ
ー
ル
主

義
』『
ア
フ
タ
ー
・
リ
ベ
ラ
ル
』 

な
ど
。

米
欧
間
で
垣
間
見
え
た
対
中
認
識
の
温
度
差

Ｇ
７
が
「
西
側
の
結
束
」
の
み
に
拠
っ
て
立
つ
時
代
は
終
わ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
、
中
国
と
の
関
係
、
地
球
規
模
課
題
な
ど
、

多
様
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ア
メ
リ
カ
主
導
の
「
対
立
と
競
争
」
か
ら
、

欧
州
流
の
協
調
的
な
外
交
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
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イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
国
首
脳
の
支
持
率
は
決
し

て
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
。単
純
の
そ
し
り
を
恐
れ
ず
ま
と
め
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
は
中
国
を
相
手
に
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ア
ジ
ア

太
平
洋
で
の
覇
権
を
重
視
し
、
欧
州
諸
国
は
眼
前
で
展
開
す
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
を
い
か
に
終
わ
ら
せ
る
か
に
関
心
が
向
く
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
Ｇ
７
は
対
ロ
シ
ア
、
対
中
国
で

西
側
の
結
束
を
固
め
よ
う
と
す
る
場
で
あ
り
、
欧
州
諸
国
に
と
っ
て

は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
と
は
異
な
る
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
を
提
示

す
る
場
と
な
る
。
議
長
国
日
本
に
と
っ
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安

全
保
障
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
各
国
か
ら
い
っ
そ
う
引
き
出
す
と
と
も

に
、「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
国
際
社
会
に
対
し
て
被

爆
国
な
ら
で
は
の
発
言
力
を
確
保
す
る
機
会
で
あ
っ
た
。
今
回
は
そ

こ
に
、
先
進
国
か
ら
さ
ら
な
る
支
援
を
引
き
出
し
た
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

 

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
の
安
全
保
障
問
題
専
門
記
者
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
当
初
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

戦
闘
機
Ｆ
16
の
提
供
に
反
対
で
あ
っ
た
（
五
月
一
八
日
付
電
子
版
、

以
下
同
）。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
に
欧
州
を
歴
訪
し
て
い
た
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓

練
支
援
を
す
で
に
取
り
付
け
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
は
外
堀
を
埋
め
ら

れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

そ
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
ス
タ
ン
ス
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

イ
ギ
リ
ス
の
ス
ナ
ク
首
相
は
、
ロ
シ
ア
な
ら
び
に
中
国
の
経
済
的

威
圧
へ
の
対
抗
措
置
に
も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
、
と
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
紙
は
伝
え
て
い
る
（
五
月
一
八
日
付
）。
他
方
で
フ
ラ
ン

ス
が
重
視
し
て
い
た
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら
の
出
口
戦
略

で
、
停
戦
交
渉
を
行
う
サ
ミ
ッ
ト
開
催
す
ら
模
索
し
て
い
た
と
さ
れ

る
（「
ル
・
モ
ン
ド
」
紙
、
四
月
二
一
日
付
）。

主
役
と
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス

　

各
国
の
思
惑
が
こ
の
よ
う
に
展
開
す
る
な
か
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の

事
実
上
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス

の
招
待
国
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
を
巻
き
込
ま
な
け
れ
ば
、
Ｇ
７
と
い
え
ど
も
、
ロ
シ
ア
や

中
国
に
対
し
て
有
効
な
手
立
て
は
講
じ
ら
れ
な
い
。
周
知
の
よ
う

に
、
Ｇ
７
の
世
界
に
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
は
時
代
を
追
っ
て
低
下
し
て

い
る
。
一
九
七
五
年
と
比
較
し
て
、
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
シ
ェ
ア

は
六
〇
％
か
ら
四
五
％
、
人
口
は
一
五
％
か
ら
一
〇
％
、
軍
事
費
も

六
〇
％
か
ら
五
〇
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
中
国
と
ロ
シ
ア
の
世
界

Ｇ
Ｄ
Ｐ
シ
ェ
ア
に
イ
ン
ド
を
加
え
れ
ば
、
日
米
を
合
わ
せ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
上
回
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
S
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
Ｇ
７
の
六
割
に
迫
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
バ
イ
デ
ン
政
権
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が
発
足
当
初
か
ら
掲
げ
て
き
た
「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」
と
い
っ

た
「
価
値
観
外
交
」
は
、
据
わ
り
が
悪
い
。
二
〇
二
一
年
三
月
、
ア

ラ
ス
カ
で
行
わ
れ
た
米
中
外
交
協
議
時
の
よ
う
に
「
世
界
の
民
主
主

義
国
家
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
サ
リ
バ
ン
大
統
領
補
佐
官
）
を
振
り
か

ざ
せ
ば
、
民
主
主
義
に
瑕
疵
の
あ
る
国
々
の
賛
同
は
得
ら
れ
な
い
か

ら
だ
（
こ
の
時
、
楊
潔
篪
・
中
国
共
産
党
政
治
局
員
は
「
米
国
に
は

米
国
式
の
民
主
主
義
が
あ
り
、
中
国
に
は
中
国
式
の
民
主
主
義
が
あ

る
」
と
返
し
た
こ
と
を
想
起
せ
よ
）。
つ
ま
り
日
本
が
、
国
連
安
保

理
の
議
長
国
と
し
て
本
年
一
月
に
「
法
の
支
配
」
を
公
開
討
論
会
の

テ
ー
マ
と
し
た
よ
う
に
、
民
主
主
義
と
い
う
「
価
値
」
で
は
な
く
、

法
の
支
配
と
い
う
「
状
態
」
を
前
面
に
据
え
た
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
と
の
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
探
り
あ
て
る
た
め

に
、
逆
算
的
に
採
用
さ
れ
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

こ
の
点
、
昨
年
の
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
首
脳
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
と
、
今
回
の
そ
れ
と
の
比
較
は
興
味
深
い
。
前
回
サ
ミ
ッ

ト
で
は
「
民
主
主
義
」
な
い
し
「
民
主
的
」
と
い
う
言
葉
は
二
三
回
、

対
し
て
「
法
の
支
配
」
な
い
し
「
国
連
憲
章
」
は
五
回
使
用
さ
れ
た

が
、今
回
は
「
民
主
主
義
」「
民
主
的
」
は
一
八
回
、「
法
の
支
配
」「
国

連
憲
章
」
は
一
一
回
を
数
え
た
。
こ
れ
は
、
中
ロ
と
い
う
既
存
秩
序

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
Ｇ
７
が
「
先
進
民
主
主
義
国
」

と
し
て
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
を
巻
き
込
み
つ
つ
「
戦

後
秩
序
（
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
）
の
守
護
者
」
と
し
て
立
ち
振
る

舞
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
証
左
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

中
国
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
念
頭
に
「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
は
な

く
、
多
様
化
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
及
び
デ
リ
ス
キ
ン
グ
に

基
づ
く
経
済
的
強
靱
性
及
び
経
済
安
全
保
障
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
お
い
て
協
調
す
る
」
と
経
済
面
で
融
和
的
と
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、「
ロ
シ
ア
が
軍
事
的
侵
略
を
停
止
し
、
即
時
に
、
完
全
に
、

か
つ
無
条
件
に
軍
隊
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
さ
せ
る
よ
う
圧
力
を

か
け
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
要
請
し
た
こ
と
は
、
世
界
政
治
が
も
は

や
中
国
抜
き
で
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
だ
っ
た
。
同

様
に
招
待
国
と
な
っ
た
イ
ン
ド
の
協
力
抜
き
に
し
て
、
ロ
シ
ア
な
ら

び
に
中
国
と
の
実
効
性
あ
る
関
係
を
築
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て

中
国
と
敵
対
的
な
Ｇ
７
で
あ
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の

国
は
協
力
し
に
く
い
。

 

「
こ
ん
棒
と
説
教
」
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
外
交
の
基
調
で
あ
る
、
と
指

摘
し
た
の
は
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
だ
が
、
も
は
や
こ
の
二

つ
の
ツ
ー
ル
で
も
っ
て
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
に
軍
事
力
で
劣
る
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
、

こ
れ
に
対
し
て
「
協
力
と
安
定
」
を
志
向
す
る
。
仏
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ

紙
は
、
大
統
領
府
筋
の
話
と
し
て
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
に
強
く
反
対
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
ド
イ
ツ
と
欧
州
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連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
同
意
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
マ
ク

ロ
ン
は
広
島
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、「
こ
の
Ｇ
７
は
対
立
の
Ｇ
７
で

は
な
く
、
中
国
へ
の
協
力
と
要
請
の
Ｇ
７
に
な
る
」
と
強
調
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

Ｇ
７
を
超
え
た
利
益
を
追
求
で
き
る
か

　

最
初
の
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
合
意
さ
れ
た
の
は
、
デ
タ
ン
ト
を
生

む
一
九
七
五
年
七
月
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
合
意（
全
欧
州
安
保
協
力
会
議
）

で
の
米
英
仏
西
独
の
首
脳
・
外
相
会
談
で
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

代
の
西
側
諸
国
の
重
要
課
題
は
、ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊（
ニ

ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
と
石
油
危
機
に
よ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
を
交
え
、
経
済
問
題
を
中
心

に
首
脳
同
士
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
意
見
交
換
の
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
Ｇ
７
は
、
七
七
年
の
カ
ー
タ
ー
政
権
発
足
に
よ
っ
て
、
よ
り
制
度

化
さ
れ
（
こ
れ
は
シ
ェ
ル
パ
に
象
徴
さ
れ
る
）、
先
進
国
の
一
体
性

を
目
指
す
枠
組
み
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
。
言
い
換
え
れ
ば
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
が
「
旧

外
交
か
ら
新
外
交
へ
」
と
称
し
た
よ
う
に
、
協
調
主
義
的
で
あ
る
こ

と
を
特
徴
と
し
た
欧
州
外
交
か
ら
、
覇
権
主
義
的
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

外
交
の
場
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
り
、
Ｇ
７
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
再
び
脚

光
が
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
も
は
や
過
去
の
よ

う
な
政
治
経
済
大
国
が
構
成
国
で
あ
る
こ
と
を
存
在
理
由
と
す
る
Ｇ

７
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
、
中
国
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の

間
に
挟
ま
れ
て
、
自
ら
が
作
り
上
げ
、
利
益
を
享
受
し
て
き
た
戦
後

秩
序
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
言
葉
で
は
「
国
際
連
合
憲
章
の
尊
重
」）
を
、

柔
軟
な
バ
ラ
ン
ス
を
発
揮
し
な
が
ら
維
持
し
て
い
く
、
課
題
解
決
的

な
存
在
へ
と
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
ま

で
効
果
を
発
揮
す
る
か
は
、
逆
説
的
な
が
ら
も
Ｇ
７
と
い
う
枠
組
み

を
超
え
た
利
益
―
―
人
類
益
と
言
い
換
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

―
―
を
ど
れ
だ
け
生
み
出
せ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
民

主
主
義
国
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
困
難
な
目
標
だ
。

 

「
過
去
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
世
界
を
私
た
ち
の
目
線
で
し
か
捉
え

て
い
な
か
っ
た
。
光
は
私
た
ち
か
ら
発
せ
ら
れ
て
、
残
る
世
界
は
影

に
隠
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ま
と
な
っ
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
光
は
同
時
に
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
今
日
、
私
た
ち
が
見
て

い
る
の
は
、
違
っ
た
時
代
の
、
違
っ
た
世
界
の
姿
な
の
だ
」
―
―
こ

れ
は
、
初
回
サ
ミ
ッ
ト
を
導
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
＝
ジ
ス

カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
の
当
時
の
言
葉
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
今
回

の
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
「
違
っ
た
世
界
」
が
垣
間
見
え
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
●




